B5用紙

（個人山行報告）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（報告：中村　）　

	山（山域・ルート）

シダクラ沢遡行～御前山


【日時】１７年　6　月　１２　日（　日　）　

【メンバー】

	　　　[image: image1.jpg]


4ｍの滝を登るメンバー


L:中村、田中、浜野、篠田、箕島、

　後藤、平野、小川、赤石、


（計9　名）

【行動記録】

6時10分大宮発、国道411経由で栃寄のⓅへ。8：20栃寄発→9：10シダクラ橋→取水口→11：30、２段６ｍの滝→12:03大岩→12:40二俣→

14:10大ブナ尾根→14：47惣岳山→

15:20御前山→16:45林道→17:15栃寄のⓅ　　　　　　　　　　　　　　　　　

上り６時間　下り２時間
【装備・食料等】

　ザイル９ｍｍ×２０ｍ、ヘルメット、ハーネス、エイト環、カラビナ、

　沢シューズ、下山用靴、

　昼食、行動食　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【感想】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　この沢に入って最初に出会うのが４ｍの滝である。高さはないものの斜度がきついのでザイルを出すことにする。釜にヒャッホ～と声を上げながら飛び込み最初のシャワークライミングだ。

　この後は、３～５ｍほどの滝が適度に続く。遡行図上の沢を横切る仕事道を注意していたがいつの間にやら通り過ぎたようだ。そして本谷最大の６ｍ２段の滝に行き着く。ガイドブックには難しいように書いてあったが全員あっけなく登りきる。

　やや広い河原に苔むした大岩がまるで誰かがそっと置いたような印象的な光景に出くわした。ここらで一休み。

　沢は次第に細くなってくるとやがて水流が一対一の二俣だ。５ｍの滝を越えると、いよいよ地獄のつめになる。尾根へ尾根へと突き上げる途中、岩から染み出る清水に勇気をもらい更なる急登へ挑む。うっすらと前方の樹林が開けてきてどうやらそこが登山道。倒木に腰を下ろし息を整えてから記念写真を取って小休憩。

ここからは惣岳山、カタクリで有名な御前山を超えて下山するのみ。

栃寄の駐車場に着いたときには山容に暮色がかかり始めていた。充実の一日でした。

以上
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